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江
戸
前
期
。
松
永
貞
徳
を
師
と
仰
ぎ
、
息
子
・
湖
春
と
幕
府
の
歌
学

方
に
ま
で
上
り
詰
め
た
北
村
季
吟
。
彼
は
歌
人
・
俳
人
と
し
て
は
勿

論
、
古
典
学
者
と
し
て
も
名
高
く
、
そ
の
手
に
な
る
数
多
の
注
釈
書
が

後
世
、
頓
に
細
読
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
。
そ
の
注
釈
態

度
は
吉
田
令
世
が
『
声
文
私
言
』（
文
政
十
年
刊
）
に
お
い
て
、

北
村
季
吟
は
を
と
な
し
き
学
者
也
、
此ノ

人
の
著
述
を
見
る
に
源
氏

物
語
の
湖
月
抄
、
淸
少
納
言
の
春
曙
抄
、
伊
勢
物
語
の
拾
穂
抄
、

な
ど
皆
め
で
た
き
抄
物
也
。
そ
は
己オ

ノ

が
私
の
説
を
い
は
ず
古
説
ど

も
を
丁
寧
に
か
き
し
る
し
て
し
か
も
引
書
は
皇
国
の
は
さ
ら
也
。

漢
籍
も
佛
書
も
手
の
と
ゞ
く
た
け
は
引
出
し
て
證
と
し
た
れ
ば
、

極キ
ハ
メた

る
重
宝
に
て
、
大キ

に
人
の
用
を
な
し
今
よ
り
後
い
く
年
経
た

り
と
も
廢ス

タ

れ
ほ
ろ
び
む
と
も
お
ぼ
え
ず

と
評
し
た
よ
う
に
、
自
説
を
展
開
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
寧
ろ
先
行
説

等
を
引
用
す
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
り
（
傍
線
部
）、
今
で
は
そ
の
引
用
の

仕
方
に
季
吟
の
意
図
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
。

	

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
は
『
湖
月
抄
』、『
枕
草
子
春
曙
抄
』、『
伊

勢
物
語
拾
穂
抄
』
等
の
注
釈
書
を
中
心
に
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
よ

う
で
、
そ
の
埒
外
に
あ
る
彼
の
著
作
物
に
関
し
て
は
十
分
に
研
究
が
積

み
重
な
っ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
彼
の
注
釈
態
度
に
つ
い
て
論
じ
る

に
は
、
各
注
釈
書
を
よ
り
深
く
分
析
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

本
論
は
、
こ
れ
ま
で
漠
然
と
し
か
言
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
『
和
漢

朗
詠
集
註
』（
大
本
・
十
巻
十
冊
・
寛
文
十
一
年
〈
一
六
七
一
〉
中
野
小

左
衛
門
刊
。
以
下
、『
集
註
』
と
表
記
）
に
つ
い
て
分
析
し
た
結
果
、
そ

こ
に
見
ら
れ
る
季
吟
の
注
釈
の
特
徴
と
、
そ
の
出
版
意
義
を
論
じ
た
も

の
で
あ
る
。

村

上

義

明

北
村
季
吟
『
和
漢
朗
詠
集
註
』
考

―
そ
の
注
釈
態
度
と
出
版
意
義
―
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一　
『
和
漢
朗
詠
集
註
』
成
立
と
先
行
研
究

『
和
漢
朗
詠
集
』
は
、
四
条
大
納
言
藤
原
公
任
が
婿
養
子
の
引
き
出
物

と
し
て
撰
集
し
た
、
中
国
詩
文
・
日
本
詩
文
・
和
歌
の
秀
句
を
収
め
た

詞
華
集
で
、
該
書
は
そ
の
成
立
か
ら
時
を
お
か
ず
注
釈
が
付
さ
れ
、
そ

れ
は
中
世
ま
で
に
七
つ
の
系
統
に
分
類
さ
れ
る）

1

（
注

。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
は
『
和
漢

0

0

朗
詠
集
』
の
注
釈
で
あ
り
な
が

ら
、
詩
文
に
の
み
注
が
付
さ
れ
た
も
の
が
一
般
的
で
、
和
歌
に
つ
い
て

の
そ
れ
は
「
和
漢
朗
詠
集
和
談
鈔
（
歌
注
）」
伝
本
と
し
て
僅
か
に
東
大

本
、
慶
大
本
が
確
認
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る）

2

（
注

。

『
集
註
』
は
こ
れ
ま
で
、（
詩
文
註
を
中
心
と
し
た
）
七
系
統
の
諸
注

釈
書
の
う
ち
、
永
済
が
『
和
漢
朗
詠
集
』
詩
文
に
注
し
た
と
さ
れ
る
永

済
注
系
注
釈
書
に
、
季
吟
が
和
哥
註
を
添
え
て
成
立
し
た
と
認
識
さ
れ

て
き
た
が
、
こ
れ
は
『
集
註
』
の
実
体
を
捉
え
た
も
の
で
は
な
く
、
そ

の
序
文
や
内
題
下
の
記
述
等
に
牽
引
さ
れ
、
詳
細
に
分
析
さ
れ
る
こ
と

が
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

以
下
に
『
集
註
』
序
文
の
一
部
を
挙
げ
、
そ
の
成
立
の
あ
ら
ま
し
を

見
る
。①

屬
者
中
野
氏
某
閲
㆑
市
而
捜
㆓
獲
永
濟
之
註
㆒
示
㆑
予
、
不
㆓
喜
而

嘉
㆒
乎
。
②
其
爲
㆑
註
祖
㆓
述
覺
明
之
註
㆒
而
以
㆓
和
語
㆒
解
㆑
之
。〈
中

略
〉
惜
哉
、
猶
③
闕
㆓
和
歌
之
註
解
㆒
、
豈
非
㆓
白
圭
之
玷
㆒
也
乎
。

④
予
少
時
聞
㆓
此
集
之
詩
章
於
尺
五
堂
㆒
。
至
㆓
和
歌
之
秘
訣
㆒
則

請
㆓
問
逍
遊
軒
㆒
。
予
於
㆓
此
集
㆒
其
所
㆑
從
舊
矣
。
今
幸
見
㆓
永
濟

註
㆒
之
日
、
芟
㆓
其
繁
㆒
輯
㆓
其
餘
㆒
、
⑤
附
以
㆓　

所
㆑
聞
之
和
歌
之

訓
説
㆒
、
該
爲
㆓
一
編
㆒
、
亡
慮
十
巻
號
曰
㆓
和
漢
朗
詠
集
註
㆒
。
嗟

夫
至
㆓
朗
詠
之
音
響
曲
折
㆒
、
我
所
㆑
不
㆓
與
知
㆒
也
。
啻
述
㆓
前
脩
之

訓
説
㆒
、
而
明
㆓
此
集
之
大
義
㆒
而
己
。
恐
㆑
不
㆑
合
㆓
大
人
意
㆒
也
。

我
黨
之
小
子
含
㆓
毫
朗
詠
歌
林
㆒
者
有
㆑
所
㆑
資
歟
。
於
㆑
是
乎
書）

3

（
注

こ
れ
に
よ
れ
ば
『
集
註
』
は
、
傍
線
①
中
野
氏
某
（『
集
註
』
刊
行
に

携
わ
っ
た
書
肆
・
中
野
小
左
衛
門
、
ま
た
は
周
辺
の
人
物
か
）
に
よ
っ

て
「
永
済
之
註
」
が
示
さ
れ
、
そ
れ
は
②
「
覺
明
之
註
」（
そ
の
成
立
か

ら
中
世
を
通
し
て
最
も
流
布
し
た
私
注
系
）
を
和
語
で
解
し
た
も
の

（
詩
文
註
は
漢
字
カ
ナ
交
じ
り
文
）
で
、
③
和
歌
に
註
は
付
さ
れ
て
い
な

く
、
④
季
吟
は
か
つ
て
逍
遊
軒
（
松
永
貞
徳
）
よ
り
学
び
、
⑤
和
歌
の

訓
説
を
も
っ
て
注
を
付
し
（
和
哥
註
は
漢
字
か
な
交
じ
り
文
）、
刊
行
し

た
も
の
で
あ
る
と
分
か
る
。

さ
ら
に
『
集
註
』
内
題
下
に
「
詩
文
註　

永
濟
／
和
哥
註　

季
吟
」

と
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
本
書
が
永
済
の
詩
文
註
に
季
吟
が
和
哥

註
を
付
し
た
だ
け
の
注
釈
書
と
い
う
認
識
が
な
さ
れ
て
き
た
。
具
体
例

を
挙
げ
る
な
ら
、『
日
本
歌
謡
集
成
』（
春
秋
社	

昭
和
3
年
）
巻
三
「
中

古
篇
」
の
高
野
辰
之
氏
の
「
解
説
」
に
、
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さ
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
そ
れ
が
何
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
の
か
等

に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

	

次
節
よ
り
注
釈
の
成
立
が
異
な
る
『
集
註
』
の
詩
文
註
と
和
哥
註
に

分
け
て
考
察
す
る
。

二　
詩
文
註

先
述
の
よ
う
に
『
集
註
』
詩
文
註
は
、
永
済
注
系
の
『
和
漢
朗
詠
集
』

注
釈
書
に
季
吟
が
改
変
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
改
変

が
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
述
べ
る
。

比
較
の
対
象
と
す
る
の
は
主
と
し
て
永
青
文
庫
本
『
倭
漢
朗
詠
抄

注
』（
引
用
に
は
注
2
の
資
料
を
用
い
た
。
以
下
、「
永
済
注）

4

（
注

」
と
表
記
）

で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
零
本
の
多
い
永
済
注
系
諸
本
の
う
ち
で
完
本

で
あ
る
こ
と
と
、
幽
斎
の
奥
書
が
備
わ
る
こ
と
か
ら
、
該
書
が
季
吟
と

近
い
文
化
圏
に
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
に
よ
る
。

『
集
註
』
収
載
詩
文
註
全
594
項
目
（
詩
文
＋
注
釈
文
で
一
項
目
）
全
て

を
比
較
し
た
結
果
、
季
吟
が
行
っ
た
各
項
目
へ
の
改
変
を
以
下
の
よ
う

に
大
き
く
Ａ
、
Ｂ
に
分
類
し
た
（
こ
の
他
、
永
済
注
諸
本
に
収
載
さ
れ

な
い
詩
文
へ
の
注
釈
も
数
例
確
認
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
季
吟
に
よ
る
改

変
に
あ
た
ら
な
い
た
め
、
今
は
お
く
）。

Ａ　
一
部
改
変
（
１ 

修
正
・
２ 

追
加
・
３ 

削
除
）

詩
文
の
註
は
は
や
く
西
生
永
濟
の
手
に
成
つ
た
が
、
和
歌
の
部
が

缺
け
て
ゐ
た
の
で
、
北
村
季
吟
が
之
を
補
足
し
て
一
部
完
き
も
の

と
し
た
の
で
あ
る

と
あ
り
、
そ
の
他
『
集
註
』
へ
の
言
の
多
く
は
大
同
小
異
こ
れ
に
準
ず

る
。
し
か
し
、
以
上
の
見
解
よ
り
一
歩
進
め
ら
れ
た
も
の
も
見
ら
れ
る
。

堀
内
秀
晃
氏
は
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』（
岩
波
書
店　

昭
和
60
年
）

「
和
漢
朗
詠
集
註
」
項
に
、

永
済
の
注
は
片
仮
名
交
り
の
楷
書
体
で
、
季
吟
が
筆
削
を
加
え
て

簡
明
に
出
典
・
解
釈
・
典
拠
・
作
者
略
伝
等
を
記
す
。
季
吟
の
和

歌
注
は
平
仮
名
交
り
の
行
書
体
で
、
出
典
・
詞
書
・
詠
作
事
情
・

先
人
の
説
・
異
文
・
作
者
解
説
等
を
記
す
。

と
記
さ
れ
、
さ
ら
に
黒
田
彰
氏
は
『
和
歌
大
辞
典
』（
明
治
書
院	

昭
和

61
年
）「
和
漢
朗
詠
集
註
」
項
目
に
、

近
世
を
代
表
す
る
和
漢
朗
詠
集
の
注
釈
書
で
、
鎌
倉
中
期
以
前
成

立
の
永
済
注
〈
中
略
〉
に
基
づ
き
、
季
吟
が
歌
注
を
加
え
た
も
の
。

〈
中
略
〉
季
吟
は
、
私
注
そ
の
ほ
か
を
用
い
て
、
永
済
注
に
か
な
り

手
を
加
え
て
い
る
の
で
、
本
書
を
直
ち
に
永
済
注
と
見
な
す
こ
と

に
は
問
題
が
あ
り
、
永
青
文
庫
蔵
の
永
済
注
な
ど
に
就
く
こ
と
が

望
ま
し
い
。

と
述
べ
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
見
解
は
、『
集
註
』
に
対
す
る
そ
れ
ま
で
の

も
の
よ
り
も
前
進
し
た
様
相
を
呈
す
。
し
か
し
ど
の
程
度
の
改
変
が
な
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Ｂ　
全
文
改
変

ま
ず
「
Ａ  

一
部
改
変
」
は
、
文
字
通
り
永
済
注
の
詩
文
注
に
対
し

て
季
吟
が
部
分
的
に
改
変
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
規
模
に
は
大
小
が

あ
る
。
こ
れ
は
注
釈
文
全
体
を
改
め
た
も
の
で
は
な
い
の
で
「
一
部
改

変
」
と
し
た
。
さ
ら
に
小
分
類
と
し
て
「
１  

修
正
」、「
２  

追
加
」、

「
３  

削
除
」
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
（
こ
れ
ら
の
小
分
類
は
、
同
一
項

目
の
中
に
重
複
し
て
見
ら
れ
る
場
合
が
多
い
）。

こ
れ
よ
り
適
宜
注
釈
文
を
引
用
し
て
そ
の
具
体
例
を
記
す
。
比
較
表

の
上
段
に
は
永
済
注
の
注
釈
文
を
、
下
段
に
は
『
集
註
』
の
そ
れ
を
挙

げ
る
。

は
じ
め
に
「
１  

修
正
」
に
つ
い
て
。
こ
れ
は
詩
文
の
解
釈
、
語
釈

お
よ
び
出
典
等
に
つ
い
て
季
吟
が
修
正
し
た
も
の
を
指
す
。「
朝ニ

ハ	

蹈テ
㆓

落
花ヲ
㆒
相
伴テ

出デ

暮ヘ
ニ
ハ

		

随テ
㆓
飛
鳥ニ
㆒
一
時ニ

歸ル

」
詩
文
註
を
例
に
説
明
す
る
。

〔
朝ニ
ハ 

蹈テ
㆓
落
花ヲ
㆒
相
伴テ
出デ
暮ヘ
ニ
ハ

  

随テ
㆓
飛
鳥ニ
㆒
一
時ニ
歸ル
〕（『
集
註
』
巻
第
二
「
落
花
」）

永
済
注

『
集
註
』（
季
吟
注
）

〈
詩
題
〉

白

春
來テ

頻リ
ニ	

與シ
㆓
李
二
賓ヒ

ン

客カ
ク

㆒
郭

外ニ

同
遊ス

因テ

贈ル
㆓
長
句ヲ
㆒　

	

白

〈
注
釈
〉

此
詩
、
文
集
六
十
六
ニ
ア
リ
。
注
、
惜
残

春
ト
ア
リ
。
上
句	

、
相
伴
出
ト
ハ
、
遊

戯
ノ
友
ニ
相
伴
テ
、
ヤ
ト
ヲ
出
ル
意
也
。

此
詩
文
集
三
十
三
ニ
ア
リ
。
上
ノ
句	

相

伴
出
ト
ハ
、
題
ニ
シ
ル
ス
李
二
賓
客
ト
相

伴
テ
ヤ
ド
ヲ
出
ル
心
ナ
リ
。

先
に〈
注
釈
〉
を
見
比
べ
て
欲
し
い
。
永
済
注
に
は
こ
の
詩
文
が
「
文

集
六
十
六
」
に
あ
る
と
さ
れ
、
そ
れ
を
季
吟
が
「
文
集
三
十
三
」
と
修

正
し
て
い
る
。

『
集
註
』
に
収
載
さ
れ
る
詩
文
の
う
ち
、
白
居
易
の
作
と
さ
れ
る
詩
文

は
141
例
あ
り
、
こ
の
う
ち
右
例
の
よ
う
に
『
白
氏
文
集
』
収
載
巻
数
が

修
正
さ
れ
る
も
の
は
多
数
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
季
吟
が
当
時
流
布

し
て
い
た
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
に
京
都
の
書
肆
・
林
和
泉
掾
に
よ

り
板
行
さ
れ
た
和
刻
本
『
白
氏
長
慶
集
』（
ま
た
は
後
印
本
）
に
よ
っ
て

巻
数
な
ど
を
修
正
し
た
と
思
し
い
例
は
67
例
に
及
ぶ
（
永
済
注
は
お
お

む
ね
古
態
を
と
ど
め
る
『
白
氏
文
集
』
の
巻
数
に
よ
っ
て
い
る
）。

こ
の
よ
う
に
季
吟
が
当
時
流
布
し
て
い
た
資
料
を
用
い
て
修
正
し
た

こ
と
に
よ
り
、
出
典
巻
数
の
み
な
ら
ず
注
釈
文
が
改
め
ら
れ
た
例
が
あ

る
。
右
に
挙
げ
た
詩
文
註
の
引
用
の
〈
詩
題
〉（
詩
文
末
に
割
書
さ
れ
る

も
の
）
を
見
る
と
、
永
済
注
に
は
「
白
」
と
記
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
が
、

『
集
註
』
に
は
「
春
來テ

頻リ
ニ	

與シ
㆓
李
二
賓ヒ
ン

客カ
ク

㆒
郭
外ニ

同
遊ス

因テ

贈ル
㆓
長
句ヲ
㆒　

白
」

と
あ
り
、
こ
れ
は
先
に
示
し
た
和
刻
本
『
白
氏
長
慶
集
』
巻
第
三
十
三

に
共
通
す
る
。
そ
し
て
こ
の
〈
詩
題
〉
が
付
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、〈
注

釈
〉
の
注
釈
文
「
上
ノ
句
」
以
下
の
注
が
、
よ
り
詩
文
に
即
し
た
形
で

修
正
さ
れ
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。

こ
こ
で
は
『
白
氏
文
集
』
に
関
わ
る
注
釈
文
に
つ
い
て
示
し
た
が
、

こ
の
他
に
も
詩
文
の
解
釈
、
語
釈
お
よ
び
出
典
を
修
正
し
た
例
は
多
数



―	21	―

確
認
で
き
る
。

「
１  
修
正
」
に
つ
い
て
も
う
一
点
紹
介
す
る
。
そ
れ
は
永
済
注
に
て

「
難
儀
」、「
秘
蔵
」
と
さ
れ
た
箇
所
を
『
集
註
』
で
示
さ
な
か
っ
た
も
の

で
、
二
例
存
す
る
。

〔
有リ
㆑
時
當テ
㆑
戸ニ
危メ

テ㆑
身ヲ
立テ

リ 
無シ

テ㆑
意
故
園
任テ
㆑
脚ニ
行ク
〕（『
集
註
』
巻
第
二
「
端
午
」）

永
済
注

『
集
註
』（
季
吟
注
）

下
句
ハ
、
ム
カ
シ
ヨ
リ
ノ
難
儀
歟
。
①
無

意
ト
ハ
、
非
情
ナ
レ
ハ
云
也
。
故
園
ニ
任

脚
行
ト
ハ
、
園
ノ
ウ
チ
ニ
、
オ
ヒ
ツ
ラ
ナ

ル
ヨ
モ
キ
ノ
、
風
ニ
フ
カ
レ
テ
、
一
方
ヘ

ナ
ヒ
キ
テ
ユ
ク
カ
、
人
ノ
ハ
シ
リ
ユ
ク
ニ

似
タ
ル
也
。
②
或
義
云
、
五
月
五
日
ニ
、

人
ノ
、
ヨ
モ
キ
ヲ
ソ
テ
ニ
カ
ケ
テ
、
故
園

ニ
ア
リ
ク
ヲ
、
艾
人
ノ
ア
リ
ク
ニ
ス
ル

也
。
艾
人
ハ
無
意
、
タ
ヽ
、
人
ノ
ア
シ
ニ

マ
カ
セ
テ
行
ト
云
也
云
々
。〈
中
略
〉
尤

可
秘
蔵
也
。

下
ノ
句
无
㆑
意
ト
ハ
、
艾
人
ノ
形カ

タ
チハ
人
ナ

レ
ド
モ
、
何
意コ

ヽ
ロモ
ナ
ク
、
風
ナ
ド
ニ
吹フ

キ

チ

ラ
サ
レ
テ
、
園ソ

ノ

生フ

ナ
ド
ヲ
マ
ロ
ビ
ユ
ク

ヲ
、
故
園
任マ

カ
セ
テ

㆑		

脚ア
シ
ニ

	

行
ト
ハ
云
ナ
リ
。

永
済
注
に
お
い
て
は
、
当
詩
文
の
下
句
の
解
釈
は
「
ム
カ
シ
ヨ
リ
ノ

難
儀
歟
」
と
さ
れ
、
①
と
②
の
解
釈
を
記
し
た
上
で
「
尤
可
秘
蔵
也
」
と

締
め
く
く
る
。
こ
れ
に
対
し
て
季
吟
は
永
済
注
の
①
と
②
の
注
釈
文

と
は
異
な
る
、
よ
り
平
易
な
注
に
修
正
し
て
お
り
、「
難
儀
」
や
「
秘

蔵
」
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。
紙
幅
の
都
合
上
挙
げ
な
い
が
、
も

う
一
例
は
巻
第
二
「
蟬
」
に
あ
る
詩
文
に
、
永
済
注
に
て
「
未
勘
得
」

と
記
述
さ
れ
る
部
分
に
対
し
て
同
様
の
手
法
で
注
を
付
し
た
も
の
で
あ

る
。以

上
見
て
き
た
季
吟
に
よ
る
「
１  

修
正
」
は
、
当
時
流
布
し
て
い

た
文
献
に
即
し
て
注
釈
を
改
変
し
、
さ
ら
に
秘
説
に
関
わ
る
よ
う
な
複

雑
な
説
を
挙
げ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
読
者
（『
和
漢
朗
詠
集
』
は
初
学
書

と
し
て
も
重
宝
さ
れ
て
い
た
）
の
便
宜
を
図
っ
て
の
こ
と
だ
ろ
う
。

	

次
に
「
２  

追
加
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
永
済
注
に
な
い
注
釈
文
を

加
え
た
改
変
に
な
る
。
こ
れ
に
は
注
の
対
象
と
な
る
詩
文
と
同
じ
詩
文

の
収
載
さ
れ
る
書
の
指
摘
、
語
釈
、
解
釈
お
よ
び
作
者
情
報
の
追
加
等

が
あ
る
。

	

こ
の
う
ち
同
詩
文
の
収
載
さ
れ
る
書
の
指
摘
に
は
、
た
と
え
ば
先
に

示
し
た
「
有リ
㆑
時
當テ
㆑
戸ニ

危メ
テ㆑
身ヲ

立テ
リ	

無シ
テ㆑
意
故
園
任テ
㆑
脚ニ

行ク

」
詩
文
註
冒
頭

に
、

此
詩
菅
家
文
草
ノ
四
ニ
ア
リ
。
是
讃サ

ン

州シ
ウ

任ニ
ン

國コ
ク

ニ
テ
ノ
御
作
ナ
リ

と
季
吟
に
よ
る
注
釈
文
の
追
加
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
注
を
含
む
。
こ
の

ほ
か
永
済
注
に
見
ら
れ
な
い
注
釈
文
の
追
加
全
般
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

ま
た
注
釈
文
の
追
加
に
つ
い
て
、
季
吟
が
重
視
し
た
と
思
わ
れ
る
も

の
に
作
者
情
報
の
追
加
が
あ
る
。
こ
の
作
者
情
報
と
は
、
例
え
ば
「
池ノ

凍ノ

東
頭ハ

風
度
ワ
タ
ツ
テ

解ケ

窓ノ

梅ノ

北
面ハ

雪
封シ
テ寒シ
（『
集
註
』
巻
第
一
「
立
春
」）」
と

い
う
篤
茂
の
詩
文
に
つ
い
て
の
註
釈
文
で
、
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作
者
篤ア
ツ

茂シ
ゲ

ハ
大
内
記
藤
原
繁シ
ゲ

茂モ
チ

ガ
男
ナ
リ

と
あ
る
よ
う
な
一
連
の
注
釈
文
を
指
す
。
こ
れ
は
基
本
的
に
『
和
漢
朗

詠
集
』
テ
キ
ス
ト
中
に
お
い
て
初
出
の
作
者
の
場
合
に
の
み
追
加
さ
れ

る
も
の
で
、
詩
文
註
に
は
他
に
42
名
（
他
に
こ
こ
で
い
う
作
者
情
報
の

形
式
に
あ
た
ら
な
い
も
の
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
な

い
）
の
作
者
情
報
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
れ
は
後
述
す
る
和
哥
註
に
も
同

様
に
見
ら
れ
る
。

	

最
後
は
「
３  

削
除
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
２		

追
加
」
と
は
逆
に
、

永
済
注
に
あ
っ
て
『
集
註
』
に
な
い
注
釈
文
を
指
す
。
つ
ま
り
季
吟
が

削
除
し
た
も
の
に
な
る
。「
清
唳ル

イ

數
聲ノ

松
下ノ

鶴
寒
光
一
點
竹ノ

間ノ

燈
（『
集

註
』
巻
第
五
「
鶴
」）」
詩
文
註
を
例
に
示
す
。
こ
の
注
釈
に
つ
い
て
永

済
注
に
は
、

サ
ム
シ
ト
ハ
、
ス
サ
マ
シ
キ
ナ
リ
。
有
説
ニ
ハ
、
実
ノ
ト
モ
シ
ヒ

ニ
ハ
ア
ラ
ス
。
竹
ノ
葉
ニ
ヲ
ケ
ル
、
ツ
ユ
ノ
ヒ
カ
リ
ノ
、
灯
ニ
ニ

タ
レ
ハ
、
カ
ク
イ
フ
也
ト
モ
イ
ヘ
リ
。

と
あ
り
、
こ
れ
は
『
集
註
』
に
は
見
ら
れ
な
い
。

	

こ
こ
ま
で
「
Ａ  

一
部
改
変
」
を
見
て
き
た
。
こ
れ
に
あ
た
る
例
は

詩
文
註
全
594
項
目
の
う
ち
「
１  

修
正
」
442
例
、「
２  

追
加
」
387
例
、

「
３  

削
除
」
320
例
が
確
認
さ
れ
る
。

次
は
「
Ｂ  

全
文
改
変
」
を
示
す
。

〔
夜
鶴
眠
驚テ
松
月

苦
サ
ヤ
カ
ナ
ラ
ン
暁
鼯ゴ

飛
落テ
峽
烟ス
寒シ
〕（『
集
註
』
巻
第
六
「
山
」）

永
済
注

『
集
註
』（
季
吟
注
）

此
詩
ハ
、
時
ノ
景
気
ヲ
作
レ
ル
ナ
ル
ヘ

シ
。
上
句
、
夜
鶴
眠
驚
ト
ハ
、
ヨ
ノ
フ
ケ

タ
ル
心
歟
。
松
月
苦
ト
ハ
、
松
ヲ
照
ス
月

ノ
カ
ケ
ノ
、
モ
ノ
サ
ヒ
シ
キ
ナ
リ
。
下

句
、
暁
鼯
ト
ハ
、
ム
サ
ヽ
ヒ
ハ
、
コ
ノ
木

ヨ
リ
、
カ
ノ
木
ニ
ト
ヒ
ウ
ツ
ル
ニ
、
ノ
ホ

ル
サ
マ
ニ
ハ
、
ト
フ
コ
ト
ア
タ
ハ
ス
、
ク

タ
リ
サ
マ
ニ
ノ
ミ
、
ト
フ
ナ
リ
。
飛
落
ト

ハ
此
心
ニ
ヤ
。
峡
ト
ハ
、
ヤ
マ
ノ
カ
ヒ
ナ

リ
。

此
詩
松
月
苦
ヲ
サ
ヤ
カ
ナ
ラ
ン
ト
ヨ
ム

点
ハ
、
暮ボ

烟ヱ
ン

ニ
望ノ

ソ
ミテ
夜
月
ノ
松
ヲ
照
ス
時

節
ヲ
思
ヒ
ヤ
レ
ル
ナ
リ
。
苦ク

ル
シメ
リ
ト
ヨ
ム

時
ハ
、
只
松
月
ノ
物
サ
ビ
シ
ク
心
グ
ル
シ

キ
心
マ
デ
ナ
リ
。
此
点テ

ン

優
ナ
ル
ニ
ヤ
。
下

句
、
暁
鼯
ト
ハ
、
ア
カ
ツ
キ
ノ
ム
サ
ヽ
ヒ

ナ
リ
。
世
俗
ニ
野ノ

衾ブ
ス
マト
云
モ
ノ
ナ
リ
。
峽カ

ウ

烟ヱ
ン

ハ
山
ノ
カ
ヒ
ニ
雲
霧キ

リ

ナ
ド
ノ
タ
ナ
ビ

ク
也
。
寒

ス
サ
マ
ジモ
サ
ム
カ
ラ
ン
ト
暁
ノ
氣
色
ヲ

思
ヒ
ヤ
ル
点
ア
リ
。
所
好
ニ
シ
タ
ガ
フ
ベ

シ
ト
ソ
。

一
見
す
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
永
済
注
と
『
集
註
』
の
注
釈
文
は
異

な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
季
吟
が
全
文
を
改
変
し
た
と
わ
か
る
。『
集
註
』

注
釈
文
末
に
て
傍
線
部
「
所
好
ニ
シ
タ
ガ
フ
ベ
シ
ト
ソ
」
と
あ
る
の
は
、

先
行
の
説
に
対
し
て
別
の
見
解
を
示
す
際
の
言
い
回
し
で
、
こ
の
こ
と

か
ら
も
「
全
文
改
変
」
が
季
吟
の
為
し
た
も
の
で
あ
る
と
わ
か
る
。

こ
の
「
Ｂ 

全
文
改
変
」
は
、
詩
文
註
に
お
い
て
は
30
例
確
認
で
き
る
。

	

以
上
、「
Ａ 
一
部
改
変
（
１  

修
正
・
２  

追
加
・
３  

削
除
）」、「
Ｂ 
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全
文
改
変
」
が
、『
集
註
』
に
お
け
る
季
吟
の
永
済
注
受
容
態
度
の
一
端

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
季
吟
に
よ
る
改
変
は
詩
文
註
殆
ど
に
な
さ
れ
、

も
は
や
「
詩
文
註
＝
永
済
」
と
は
言
い
切
れ
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

	

こ
れ
に
よ
り
内
題
下
に
「
詩
文
註　

永
濟
」
と
記
し
て
お
き
な
が
ら
、

実
は
季
吟
に
よ
る
多
分
の
改
変
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
の

で
あ
る
。

三　
和
哥
註

先
述
し
た
よ
う
に
『
和
漢
朗
詠
集
』
和
哥
註
は
詩
文
註
と
は
異
な
り
、

そ
の
注
釈
史
に
お
い
て
少
数
派
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
背
景
に
あ
っ

て
季
吟
は
『
集
註
』
に
和
哥
註
を
付
し
、
初
の
完
全
な
形
の
『
和
漢
朗

詠
集
』
注
釈
書
の
刊
本
を
世
に
送
り
出
し
た
。
で
は
そ
の
和
哥
註
の
注

釈
方
法
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
。

和
哥
註
は
詩
文
註
と
成
立
が
異
な
り
、
永
済
注
の
よ
う
に
『
集
註
』

と
比
較
す
べ
き
対
象
が
無
い
。
し
か
し
な
が
ら
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
収

載
さ
れ
る
個
々
の
和
歌
に
は
そ
れ
ぞ
れ
歌
集
や
歌
学
書
に
お
い
て
言
及

さ
れ
て
き
た
も
の
を
含
む
た
め
、
そ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
引
用
し
て
き

た
か
、
ま
た
は
そ
れ
以
外
に
季
吟
に
よ
る
注
釈
が
ど
の
程
度
行
わ
れ
て

い
る
の
か
と
い
っ
た
観
点
か
ら
考
え
る
こ
と
は
で
き
る
。

ま
ず
は
和
哥
註
の
基
本
的
な
形
式
を
「
秋
風
に
は
つ
か
り
か
ね
ぞ
き
こ

ゆ
な
る
た
が
玉
づ
さ
を
か
け
て
き
つ
ら
ん（『
集
註
』巻
第
四「
鴈
付
歸
鴈
」）」

歌
よ
り
挙
げ
る
。

古
今
集
に
是コ

レ

貞サ
ダ

の
み
こ
の
家イ

ヘ

の
う
た
合
の
哥
と
あ
り
。
新シ

ン

撰セ
ン

万
葉

に
は
、
あ
き
風
に
鳴
か
り
が
ね
と
有
。
栄ヱ

イ

雅ガ
ノ

云
、
は
つ
か
り
の
空

に
き
こ
ふ
る
は
誰タ

ガ

言コ
ト

傳ツ
テ

の
玉
づ
さ
を
か
け
て
き
つ
ら
ん
と
也
。
鳫

が
ね
の
玉
づ
さ
と
い
ふ
は
蘇ソ

武ブ

が
胡コ

国コ
ク

に
と
ら
は
れ
し
時
、
鳫
が

ね
の
足ア

シ

に
文フ
ミ

を
つ
け
て
古コ

郷キ
ヤ
ウに
こ
と
つ
て
た
る
事
の
あ
る
也
。
伊

勢
物
語
に
秋
風
ふ
く
と
か
り
に
つ
げ
こ
せ
と
い
ふ
も
、
秌
風
ひ

や
ゝ
か
に
吹
こ
ろ
鳫
の
く
れ
ば
也
。〈
中
略
〉
宗
祇
云
、
此
う
た

初ハ
ツ

と
い
ふ
字
肝カ
ン

心ジ
ン

な
り
。
誠マ
コ
トに

新ア
ラ
タに

聞キ
ク

う
へ
に
て
此
心
は
ま
う
け

た
る
物
也
。
季
云
、
此
蘇ソ

武ブ

が
鳫ガ
ン

書ジ
ヨ

の
事
、
漢カ
ン

書ジ
ヨ

を
勘カ
ン
ガふ
る
に
、

実マ
コ
トに

蘇
武
が
鳫カ
リ

に
書シ
ヨ

を
つ
け
た
る
に
は
あ
ら
ず
。
常ジ
ヤ
ウ恵ヱ

が
は
か
り

こ
と
に
、
漢カ

ン

の
つ
か
ひ
に
い
は
せ
た
る
事
な
り
。
蘇ソ

武ブ

、
匈ケ
ウ

奴ト

と

戦タ
ヽ
カ
ヒま

け
て
終ツ
ヰ

に
と
ら
は
れ
た
り
し
に
、
常ジ
ヤ
ウ恵ヱ

も
と
も
に
と
ら
は
れ

て
胡コ

地
に
あ
り
し
。
扨サ
テ

十
九
年
の
後
、
漢カ
ン

の
使シ

者シ
ヤ

、
胡コ

地チ

に
き
た

り
て
、
蘇
武
が
事
を
問ト

ヒ

け
れ
ば
、
匈
奴
偽
イ
ツ
ハ
リて

、
蘇
武
は
死シ
ヽ

た
り
と

答コ
タ
ヘけ
る
に
、
常
恵
、
漢カ
ン

の
使シ

者シ
ヤ

に
教ヲ
シ
ヘて
い
は
せ
し
や
う
、
漢カ
ン

の
天

子
上
林リ

ン

に
て
鳫カ
リ

を
射イ

給
ひ
け
る
に
、
其
鳫
の
足ア
シ

に
ま
さ
し
く
蘇
武

が
帛ハ

ク

書シ
ヨ

あ
り
し
。
い
か
で
か
蘇
武
は
死シ

な
ん
と
い
へ
と
い
ひ
け
れ

ば
、
漢
の
使
者
其
ご
と
く
に
匈
奴
に
い
ひ
て
せ
め
け
れ
ば
、
匈
奴

お
ど
ろ
き
謝シ

ヤ

し
て
、
ま
こ
と
は
蘇
武
は
死シ
ナ

ざ
る
と
て
蘇
武
を
い
だ
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し
て
か
へ
し
た
る
事
也
。〈
中
略
〉
委ク

可シ
㆓
勘カ
ン

見ケ
ン
ス㆒

傍
線
部
で
示
し
た
注
釈
文
冒
頭
に
は
、
概
ね
該
当
和
歌
を
収
載
す
る

歌
集
や
物
語
な
ど
が
指
摘
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
『
古
今
和
歌
集
』
お
よ

び
『
新
撰
万
葉
集
』
が
そ
れ
に
あ
た
る
。
そ
れ
以
降
は
そ
の
注
釈
書
や
、

そ
の
和
歌
に
言
及
す
る
歌
学
書
等
の
記
事
が
適
宜
引
用
さ
れ
る
。
当
注

に
て
は
『
古
今
栄
雅
抄
』
が
「
宗
祇
云
」
の
前
ま
で
引
用
さ
れ
る
。
そ

れ
に
続
く
「
宗
祇
云
」
は
『
十
口
抄
』
の
記
事
と
共
通
す
る
。

以
上
の
よ
う
に
当
和
哥
註
に
は
二
つ
の
先
行
説
が
記
さ
れ
る
が
、
他

の
和
哥
註
の
例
で
は
こ
こ
に
よ
り
多
く
の
先
行
説
が
引
用
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
、
こ
れ
ら
の
点
は
『
湖
月
抄
』、『
伊
勢
物
語
拾
穂
抄
』
と
い
っ

た
注
釈
書
に
見
ら
れ
る
季
吟
の
注
釈
態
度
、
す
な
わ
ち
吉
田
令
世
が
述

べ
た
よ
う
な
姿
勢
に
共
通
す
る
。
な
お
こ
の
箇
所
に
は
逐
一
そ
れ
ぞ
れ

の
注
釈
書
の
書
名
ま
た
は
著
者
名
を
記
し
、
で
き
る
だ
け
読
者
が
出
典

に
あ
た
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
よ
う
に
配
慮
し
た
さ
ま
が
見
て
取
れ
る
。

注
目
す
べ
き
は
そ
の
後
の
「
季
云
」
と
続
く
記
述
で
、
こ
れ
は
季
吟

自
身
が
付
し
た
注
釈
文
で
あ
る
。
は
じ
め
に
引
用
さ
れ
る
『
古
今
栄
雅

抄
』
に
は
、
匈
奴
に
囚
わ
れ
た
蘇
武
が
鳫
の
足
に
文
を
つ
け
て
自
分
の

こ
と
を
故
郷
に
知
ら
せ
た
、
と
あ
る
が
、
季
吟
は
そ
れ
を
『
漢
書
』「
李

廣
蘇
健
傳
」
の
記
事
を
確
認
し
た
上
で
、
鳫
の
足
に
文
を
つ
け
た
の
が

蘇
武
で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
な
虚
言
を
も
っ
て
蘇
武
が
死
ん
だ
と
言
い

張
る
匈
奴
を
欺
い
た
旨
が
記
さ
れ
る
。
こ
こ
に
は
先
行
の
説
に
盲
従
せ

ず
、
き
ち
ん
と
出
典
を
確
認
し
た
上
で
注
釈
を
著
わ
す
季
吟
の
姿
勢
を

垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
右
の
例
で
は
注
釈
文
中
に

「
季
云
」
と
は
っ
き
り
示
さ
れ
て
い
た
が
、
た
と
え
「
季
云
」
と
明
示
さ

れ
て
い
な
く
と
も
、
季
吟
が
先
行
注
釈
書
の
引
用
に
よ
ら
な
い
注
を
付

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
程
度
の
大
小
合
わ
せ
て
『
集
註
』
収
載

和
歌
全
219
首
の
う
ち
182
首
と
多
く
和
哥
註
に
確
認
さ
れ
る
。

季
吟
の
、
引
用
に
よ
ら
な
い
注
釈
態
度
に
つ
い
て
も
う
一
つ
紹
介
す

る
。
そ
れ
は
先
に
詩
文
註
に
て
示
し
た
、
作
者
情
報
を
付
し
た
点
で
あ

り
、
こ
れ
は
和
哥
註
に
て
62
名
に
付
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
例
え

ば
「
年
の
う
ち
に
春
は
き
に
け
り
ひ
と
ゝ
せ
を
こ
そ
と
や
い
は
ん
こ
と

し
と
や
い
は
ん
」
と
い
う
元
方
歌
に
つ
い
て
そ
の
和
哥
註
末
に
、

元
方
は
、
棟ム

ネ

梁ヤ
ナ

の
子
、
業ナ
リ

平ヒ
ラ

の
孫マ
コ

、
此
道
の
賞
シ
ヤ
ウ
ク
ワ
ン

翫
に
つ
き
て
、
業

平
の
孫
を
古
今
の
巻
頭
に
い
れ
ら
れ
た
る
な
り

と
あ
る
よ
う
に
、
作
者
情
報
の
場
所
お
よ
び
内
容
に
、
詩
文
註
に
て
追

加
さ
れ
た
そ
れ
と
共
通
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
ら
に
詩
文
註
と
の
共
通
点
で
い
え
ば
、
先
に
季
吟
が
「
秘
説
」
を

示
さ
な
い
姿
勢
で
あ
る
と
述
べ
た
が
、
こ
れ
も
和
哥
註
に
あ
て
は
ま

る
。『
和
漢
朗
詠
集
』
は
秀
句
撰
で
あ
る
た
め
、
他
書
に
同
歌
が
収
め
ら

れ
る
例
は
多
く
、「
世
中
に
た
え
て
さ
く
ら
の
な
か
り
せ
ば
春
の
心
は

の
ど
け
か
ら
ま
し
（『
集
註
』
巻
第
二
「
花
付
落
花
」）」
歌
に
つ
い
て
『
集

註
』
和
哥
註
に
は
、
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伊
勢
物
語
の
哥
也
。
古
今
集
に
も
渚ナ
ギ
サの
院
に
て
さ
く
ら
を
見
て
よ

め
る
と
詞
書
あ
り
。
河カ

ハ

内チ
ノ

国ク
ニ

交カ
タ

野ノ

に
て
惟コ
レ

高タ
カ

の
み
こ
狩カ
リ

し
給
へ
る

御
供
に
つ
か
う
ま
つ
り
て
、
か
の
な
り
ひ
ら
の
よ
み
給
へ
る
歌

也
。
牡
丹
花
云
、
待
時
も
心
を
つ
く
し
。
ち
る
時
も
心
を
ま
ど
は

す
物
な
れ
ば
。
中
〳
〵
絶タ

エ

て
さ
か
ず
は
春
の
心
は
の
ど
か
な
る
べ

し
と
よ
め
り
。
長ノ

ト
カ閑
、
遅ノ
ド
カ皆
し
づ
か
成
事
也
。
此
哥
土ト

佐サ

日
記
に

は
た
え
て
さ
く
ら
の
さ
か
ざ
ら
ば
と
あ
り
。
業
平
は
平ヘ

イ

城セ
イ

天
皇
の

御
孫
阿ア

保ホ
ウ

親シ
ン

王ワ
ウ

の
御
子
也
。

と
、
上
か
ら
順
に
『
伊
勢
物
語
』、『
古
今
和
歌
集
』、『
土
佐
日
記
』
に

も
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
こ
の
三
書
は
、
そ
れ
ぞ
れ

季
吟
に
よ
る
注
釈
書
が
あ
り
、
こ
の
う
ち
刊
本
は
『
伊
勢
物
語
拾
穂

抄
）
5

（
注

』、『
八
代
集
抄
』、『
土
佐
日
記
抄
』
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
注
釈
文
に

は
ど
の
よ
う
に
注
が
付
さ
れ
て
い
る
か
。

『伊勢物語拾穂抄』
肖
心
は
、
只
、
花
に
着ヂ

ャ
クし
た
る
儀
也
。
春
来
て
は
い
つ
か
は
と
待
、
さ
け
ば
心
を

つ
く
し
、
う
つ
ろ
へ
ば
雨
風
を
恨
み
、
散
果
ぬ
れ
ば
名
残
を
思
ふ
心
あ
れ
は
、
春

の
心
終
に
の
と
か
な
ら
ぬ
に
よ
り
、
絶
て
な
く
は
長
閑
な
ら
ん
と
也
。
玄
同
義

。
師
真

名
伊
勢
物
語
に
は
不デ
㆑
絶タ

エ

桜
と
あ
り
。
其
故
に
こ
り
て
よ
み
て
、
も
と
よ
り
桜
の

な
か
り
せ
ば
と
云
儀
な
ど
云
説
あ
り
。
当
流
不
㆑
用
。
有
㆓
口
訣
㆒
。

『八代集抄』
此
歌
断タ

エ
テと
不タ

エ
デ断
と
の
二
つ
の
心
有
。
断
の
心
は
、
中
〳
〵
な
く
は
よ
か
ら
ん
と
い

ふ
。
不
断
は
、
本
来
な
く
は
の
心
也
。
不
断
の
心
は
、
花
を
お
も
ふ
心
猶
ま
さ
れ

る
に
や
。
伊
勢
物
語
有
常
哥
ち
れ
は
こ
そ
い
と
ゝ
桜
は
め
て
た
け
れ
う
き
世
に
何

か
久
し
か
る
べ
き
あ
り
て
世
の
中
は
て
の
う
け
れ
ば
な
と
返
し
の
や
う
に
よ
め

れ
は
、
業
平
、
桜
の
ち
る
を
執
着
し
た
れ
は
と
み
え
た
り
。
口
訣

『土佐日記抄』
此
世
の
中
に
、
と
よ
め
る
う
た
い
せ
物
語
、
古
今
集
に
は
た
え
て
桜
の
な
か
り
せ

は
と
あ
り
。
此
う
た
の
心
、
玄
旨
法
印
云
、
全セ

ン

篇ヘ
ン

花
に
執
心
の
う
た
也
。
先
春
に

な
れ
は
、
花
は
い
つ
か
さ
か
ん
と
待
心
あ
り
。
は
や
さ
き
ぬ
れ
は
、
そ
ゝ
ろ
に
あ

く
か
れ
て
、
い
つ
く
の
花
に
も
と
思
へ
り
。
や
ゝ
う
つ
ろ
へ
は
風
雨
に
心
を
い
た

ま
し
め
、
散
は
つ
れ
は
名
残
を
し
た
ふ
。
こ
れ
み
な
さ
く
ら
の
あ
る
ゆ
へ
也
。
世

上
に
桜
の
絶
え
て
な
く
は
春
の
心
は
長
閑
な
ら
ん
と
い
へ
り
。

『
伊
勢
物
語
拾
穂
抄
』
お
よ
び
『
八
代
集
抄
』
に
は
、
季
吟
に
よ
る

「
口
訣
」
の
文
字
が
記
さ
れ
る
が
、
翻
っ
て
『
土
佐
日
記
抄
』
に
そ
れ
は

な
く
、
こ
の
点
は
『
集
註
』
と
共
通
す
る
。
こ
れ
は
伝
統
的
に
『
伊
勢

物
語
』
や
『
古
今
和
歌
集
』
が
秘
伝
と
さ
れ
る
べ
き
内
容
を
有
す
る
歌

書
で
あ
り
、『
和
漢
朗
詠
集
』
お
よ
び
『
土
佐
日
記
』
に
は
そ
れ
が
意
識

さ
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
の
だ
ろ
う
。

	

以
上
の
点
が
『
集
註
』
和
哥
註
の
特
徴
で
あ
り
、
ま
と
め
る
と
、
①

季
吟
の
引
用
に
よ
ら
な
い
注
釈
が
多
く
、
②
作
者
情
報
が
付
さ
れ
、
③

口
訣
に
は
触
れ
な
い
、
と
い
っ
た
も
の
に
概
ね
分
類
で
き
、
こ
れ
は
詩

文
註
に
て
季
吟
が
行
っ
た
注
釈
態
度
と
共
通
す
る
。

	
詩
文
註
は
季
吟
に
よ
り
多
く
の
改
変
が
な
さ
れ
、
和
哥
註
に
は
先
行

の
説
の
引
用
に
終
始
し
な
い
積
極
的
な
注
が
付
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り

詩
文
註
、
和
哥
註
は
そ
れ
ぞ
れ
成
立
の
過
程
に
違
い
は
あ
れ
ど
、
季
吟
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に
よ
り
形
式
の
統
一
、
完
成
さ
せ
ら
れ
た
彼
独
自
の
注
釈
書
で
あ
る
と

位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
も
は
や
「
永
済
に
よ
る
詩
文
註
に

季
吟
が
和
哥
註
を
付
し
た
も
の
」
と
は
言
え
ま
い
。

四　
『
和
漢
朗
詠
集
註
』
刊
行
の
意
義

最
後
に
『
集
註
』
の
刊
行
意
義
を
、
当
時
の
『
和
漢
朗
詠
集
』
出
版

状
況
と
季
吟
の
諸
注
釈
書
刊
行
に
お
け
る
位
置
づ
け
を
中
心
に
少
し
く

言
及
す
る
。

『
和
漢
朗
詠
集
』
が
早
く
版
本
に
な
っ
た
の
は
慶
長
五
年
（
一
六
〇

〇
）
耶
蘇
会
板
で
あ
る
。
そ
の
後
季
吟
が
『
集
註
』
を
刊
行
す
る
寛
文

十
一
年
ま
で
の
間
に
、（
書
肆
・
刊
記
の
違
い
を
含
め
れ
ば
）『
和
漢
朗

詠
集
』
の
刊
行
テ
キ
ス
ト
は
50
種
を
越
え
る
諸
本
を
数
え
る）

6

（
注

。
こ
れ
は

江
戸
時
代
初
期
に
お
い
て
も
当
書
が
よ
く
読
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
示

し
、
そ
の
需
要
の
高
さ
が
窺
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
背
景
に
加
え
、
季
吟
の
『
集
註
』
刊
行
以
前
の
日
記
（
寛

文
元
年
）
に
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
講
釈
を
頻
繁
に
行
っ
て
い
る
こ
と

が
認
め
ら
れ
、
ま
た
先
に
挙
げ
た
『
集
註
』
序
文
、
さ
ら
に
『
續
連
珠

誹
諧
用
意
問
答
』（
延
宝
元
年
〈
一
六
七
三
〉
識
）
に
も
「
こ
ゝ
ろ
ざ
す

事
あ
り
て
先
和
漢
朗
詠
集
を
註
し
、
源
氏
物
語
の
湖
月
抄
を
あ
ら
は

し
、
枕
双
紙
の
春
曙
抄
を
書
」
云
々
の
記
述
が
あ
り
、
季
吟
の
『
和
漢

朗
詠
集
』
に
対
す
る
熱
意
が
感
じ
ら
れ
る
。

で
は
、『
集
註
』
刊
行
が
彼
の
諸
注
釈
書
刊
行
と
い
う
一
連
の
仕
事
の

中
で
い
か
な
る
意
味
を
も
っ
た
か
。
以
下
に
彼
の
注
釈
書
の
う
ち
刊
行

さ
れ
た
も
の
を
挙
げ
る
。

『
大
和
物
語
抄
』　　
　

承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
刊

『
土
佐
日
記
抄
』　　
　

寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
刊

『
歌
仙
拾
穂
抄
』　　
　

		

寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
成
立
（
刊
行
は

正
徳
四
年
〈
一
七
一
四
〉）

『
徒
然
草
文
段
抄
』　　

寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
刊

『
和
漢
朗
詠
集
註
』　　

寛
文
十
一
年
（
一
六
七
一
）
刊

『
枕
草
子
春
曙
抄
』　　

		

延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
跋
（
以
降
刊
）

『
源
氏
物
語
湖
月
抄
』　

延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
刊

『
伊
勢
物
語
拾
穂
抄
』　

延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
刊

『
八
代
集
抄
』　　
　
　

天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
刊

『
万
葉
拾
穂
抄
』　　
　

貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
成
立

こ
れ
を
見
る
に
『
集
註
』
刊
行
を
境
と
し
て
、
そ
れ
以
前
と
そ
れ
以

後
と
で
は
注
の
付
さ
れ
た
書
の
趣
が
異
な
る
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。

『
集
註
』
以
前
は
『
大
和
物
語
』、『
土
佐
日
記
』、『
徒
然
草
』
と
い
っ
た

比
較
的
先
行
説
の
少
な
い
古
典
籍
へ
の
注
釈
が
目
立
ち
、『
集
註
』
以
後

は
伝
統
的
歌
学
の
積
み
重
な
っ
た
歌
書
へ
の
注
釈
が
付
さ
れ
る
。『
和

漢
朗
詠
集
』
へ
の
注
釈
が
、
一
つ
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
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と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

出
版
文
化
盛
運
の
最
中
と
は
い
え
、
堂
上
で
は
出
版
を
嫌
っ
て
い
た

時
代
に
あ
っ
て
、
季
吟
が
膨
大
な
先
達
の
言
を
有
す
る
歌
書
に
注
釈
を

施
し
、
剰
え
公
行
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
筈
で
あ
る
。
実
際

『
歌
仙
拾
穂
抄
』
は
、
和
歌
に
直
接
関
わ
る
書
で
あ
る
た
め
か
、
寛
文
三

年
に
成
立
し
て
い
な
が
ら
、
出
版
さ
れ
る
ま
で
は
正
徳
を
待
た
ね
ば
な

ら
な
か
っ
た
。

『
和
漢
朗
詠
集
』
は
、
先
行
注
釈
書
を
多
数
有
し
て
い
た
に
も
関
わ
ら

ず
、
あ
く
ま
で
そ
れ
は
詩
文
註
の
み
と
い
う
の
が
主
流
で
あ
っ
た
。
し

か
し
そ
こ
に
収
載
さ
れ
る
『
古
今
和
歌
集
』、『
伊
勢
物
語
』
な
ど
の
歌

書
に
も
共
通
す
る
和
歌
に
対
す
る
注
釈
を
付
し
て
公
刊
し
た
こ
と
は
そ

の
後
、
彼
が
伝
統
的
な
歌
書
の
注
釈
書
を
刊
行
す
る
上
で
お
お
き
な
自

信
（
契
機
）
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

	

『
集
註
』
は
刊
行
以
後
、
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
と
な
り
長
ら
く
人
口
に
膾
炙

し
た
。
そ
れ
は
当
書
の
伝
本
の
多
さ
が
物
語
っ
て
い
る
。
平
安
末
か
ら

続
く
『
和
漢
朗
詠
集
』
注
釈
史
に
お
い
て
、
中
世
と
近
世
を
結
び
合
わ

せ
、
初
の
完
全
な
形
の
注
釈
書
刊
本
と
し
て
世
に
出
だ
し
た
季
吟
の
功

績
は
大
き
い
。『
集
註
』
は
、
彼
が
一
流

0

0

の
古
典
学
者
と
し
て
踏
み
出
す

た
め
の
記
念
碑
的
作
品
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

注

※
引
用
に
際
し
て
各
資
料
に
適
宜
、
傍
線
・
句
読
点
等
を
付
し
た
。

注
1	

こ
の
七
系
統
は
、
黒
田
彰
氏
が
分
類
さ
れ
た
。（「
室
町
以
前
〈
朗
詠
注
〉

書
誌
稿
」　
『
中
世
説
話
の
文
学
史
的
環
境
』
和
泉
書
院　

昭
和
62
年
）

注
2	

伊
藤
正
義	

黒
田
彰	

編
著
『
和
漢
朗
詠
集
古
注
釈
集
成
』
第
三
巻
「
解
題
」

（
大
学
堂
書
店　

平
成
元
年
）

注
3	

序
文
に
は
訓
点
が
付
さ
れ
な
い
。
引
用
に
際
し
付
し
た
訓
点
は
、『
國
學

大
家
北
村
季
吟
』（
北
村
季
吟
顕
彰
会　

昭
和
52
年
）
に
よ
る
。
な
お
、
こ

れ
よ
り
引
用
す
る
『
集
註
』
本
文
に
は
論
者
家
蔵
の
版
本
を
用
い
た
。

注
4	

永
済
注
系
諸
本
に
つ
い
て
は
、
注
2
に
も
示
し
た
『
和
漢
朗
詠
集
古
注
釈

集
成
』「
解
説
」
に
高
田
本
、
京
大
本
、
竜
谷
大
学
本
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
は
同
書
中
に
お
い
て
永
青
文
庫
本
と
の
対
校
本
と
し
て
も
用
い

ら
れ
て
い
る
。
以
下
の
季
吟
に
よ
る
注
釈
文
操
作
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
季

吟
が
永
青
文
庫
本
を
改
変
し
た
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
永
済
注
系
を
改

変
し
た
と
い
う
意
味
で
論
じ
る
の
で
注
意
さ
れ
た
い
。『
集
註
』
と
永
済

注
と
の
比
較
に
は
永
青
文
庫
本
を
主
と
し
て
用
い
る
が
、
対
校
さ
れ
る
永

済
注
系
諸
本
も
も
ち
ろ
ん
考
慮
に
入
れ
て
い
る
。

注
5	

季
吟
の
手
に
な
る
伊
勢
物
語
注
釈
書
の
写
本
・
刊
本
に
お
け
る
当
歌
の
秘

説
等
に
つ
い
て
は
、
青
木
賜
鶴
子
氏
の
御
論
考
が
あ
る
。（「『
伊
勢
物
語
拾

穂
抄
』
の
成
立
」　
「
女
子
大
文
学
」
国
文
篇
第
三
十
八
号　

昭
和
62
年
）

注
6	

青
裳
堂
古
書
目
録
「
和
漢
朗
詠
集
の
版
種
」（
平
成
18
年
）
参
照

本
稿
は
、
第
六
十
二
回
西
日
本
国
語
国
文
学
会
（
平
成
24
年
9
月
15
日
、
清
武

町
文
化
会
館
）
で
発
表
し
た
も
の
に
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
発
表
に
際
し
、
ご

教
示
下
さ
い
ま
し
た
諸
先
生
方
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
む
ら
か
み　

よ
し
あ
き
・
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
、　　
　

	

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員 D

C1

）


